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○日時 平成26年６月16日 午前10時00分開会 

○場所 委員会室 

○議件 

１．行政視察の取りまとめについて 

２．その他 

───────────────────── 

○出席委員（６名） 

 委  員  長    佐々木 玲 子 

 副 委 員 長    小 澤 陽 平 

 委 員    工 藤 英 治 

            栗 田 政 男 

            古 都 宣 裕 

            山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────── 

○委員外議員（１名）   

 議 長    小田部 善 治 

─────────────────────── 

○傍聴議員（２名）   

            飯 田 敏 勝 

            高 橋 政 行 

  

○事務局職員 

事 務 局 長    佐 藤   明 

次     長    吉 田 正 史 

総務議事係長    岩 尾 弘 敏 

      係    菊 地 香代子 

      係    松 山   俊 

 

午前10時00分開会 

○佐々木玲子委員長 おはようございます。 

 ただいまより建設委員会を開催いたします。 

 本日の委員会は行政視察の取りまとめについて

と、そのほかの案件として作況調査の実施について

を協議願いたいと思います。 

 まず行政視察の取りまとめについてですけれど

も、今年度の行政視察の取りまとめ方法について

は、４月30日開催の当委員会において、各委員がレ

ポートを作成し、それを取りまとめることで決定を

いただいております。 

 レポートを提出していただいた上で、委員会の中

で皆さんからそれぞれ報告いただき取りまとめたい

と思います。 

それでは各委員より順次をお願いしたいと思いま

す。 

○小澤陽平副委員長 ５月26日から実施しました今

回の行政視察でございますが、初日、宇都宮市では

自転車のまちの推進計画ということについて行政視

察してまいりましたが、レポートに記載していると

おりでございますが、網走市との環境の違い、平た

んな地形であったり、雨量、降雪量の違い、あと冬

期の状況の違い、道路環境、自転車専用道路などの

設置状況など、当市とは日常の足として使う自転車

としては、大きな違いがあったと感じました。 

 しかし、網走市は雪が多い地域で、路側帯なども

広く、今後路側帯などを自転車専用道路とすること

など整備に生かしていける課題だったと認識できた

視察でございました。 

 また最後に、この網走市で2016年度に全国のサイ

クリング大会が開催される予定でございますが、観

光との連携とスポーツの振興という点からも、自転

車の魅力づくりを推進し、まちが一丸となって大会

を成功させ、まちに対します波及効果に期待したい

と思って視察を終えました。 

 ２日目でございますが、しまだ大井川マラソンと

いうことで、本年から網走市でもマラソンスタート

アップ事業を掲げて推進しているわけでございます

が、そのような中でこのまちを視察先に選定して、

内容も網走市で予定しているスペシャルエイドの設

置ですとか、ゴールした後のイベントの併設など似

ているところがあったので、よい参考事例になると

感じました。 

 まだ網走市のマラソンスタートアップ事業並びに

大会の準備については協議をしているところでござ

いますが、その中でもボランティアの確保や多くの

企業の協賛が必要だということなど、多くの課題が

あるというところを認識した視察でございました。 

 最後に、山梨県山梨市でございますが、女子観光

プロモーションということで、女性ならではの視点

を観光施策に反映させていくというところが一番で

ございましたが、特に、みずからプロモーションチ
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ームを発足させたというところが、すばらしいと感

じたところでございました。 

 また、事業費ゼロ円ということで行っていました

が、やはり広告ＰＲでは苦労されているようでした

が、逆にそれが新聞の記事やテレビなどに取り上げ

られるというところの強みも生かして行っている事

業と感じ、今の時代はお金をかけなくてもＰＲをし

ていけるという一つの事例を見て、いい視察となっ

たと感じました。 

 以上で報告とさせていただきます。 

○工藤英治委員 宇都宮市の自転車ですが、地域的

な諸条件が自転車のまちとして旧来からある。それ

の延長線上にあって、小澤副委員長の言われたよう

に平たんなまち。そして積雪のないまち。そして行

動の主体が常に自転車であった。その延長線。 

 ところが、網走市ではそういった距離的な問題、

通勤、通学といったことも含めて、自転車を主とし

た交通体系が今の状況になかった。 

 その中で、自転車のまちとしての宇都宮市と、網

走市は自転車だけの競技のためと、異なる点がある

のかと。独自の網走市の自転車のまちづくりをせざ

るを得ないのかなと。 

 日々の自転車と違った形の、競技としての自転車

のまちで分離されていくのかと、そのような感じを

してきました。 

 それから、マラソンの島田市、大井川マラソン。 

 これは網走市でも来年度にフルマラソンを軸にや

ろうとしている中での視察で、時宜を得た視察であ

ったと思います。 

 特に理念とか売り、それらを網走市のマラソンに

どのように生かすのか非常に楽しみなところを見な

がら感じてきました。また皆さんと種々協議をでき

るような、参考になるいいものだったと思っていま

す。 

 それから山梨市につきましては、この時代、国を

挙げてといいますか、女性に参加していただかなけ

れば、今後の国づくりも大変だという観点も一つに

はありますし、やはり少子化時代に仕事をする人が

どんどん減っていく中で、まちづくり、地域づく

り、もろもろの社会活動も含めて、女性起業も含め

て、女性にどんどん参加をしてもらう。そういう考

えの中で、山梨市は観光という形からスタートした

ようにも見えますが、今や女子観光プロモーショ

ン、そのチームそのものがまちづくりの脚光を浴び

る中、中心的なものになってきているのではないか

と。 

 その観光プロモーションというチームの活動を含

めて、今後はほかのことにもどんどん要望されてい

く、まちの中心をつくる、女性の力を広めていける

モデル的なものになっていっていると、そして将来

なっていくのではないかと、そのような感じがしま

した。 

 網走市においてもそういったものが出てくれるこ

と、出てもらうことの参考になるのではないかとい

う、そのような気もしてきました。 

○山田庫司郎委員 ２人から今お話がありましたか

ら、重なる部分もあるかもしれませんが、宇都宮市

については、平たんな土地の利を生かして、従来か

ら市民の２割ぐらいが自転車を利用しているという

背景もあったのだと思いますけれども、環境、健

康、スポーツ、観光の観点から推進計画をつくって

積極的に進めていたということで、非常に勉強なっ

たわけです。 

 ただ、網走市に置きかえたときに、半年雪がある

ということとか山坂が多いということも含めると、

宇都宮市とそっくりというふうにはもちろんならな

いのだと思いますけれども、網走市に合った取り組

みというのがこれから求められるのだろうなと。 

それで一番感心したのは、計画をきちんとつくっ

て、その４つの柱を中心に具体的な目標を掲げて、

評価を必ず継続的にしていって、どうなっている、

こうなっているということもきちんとチェックをし

ながら、計画の進捗状況を確認しながらやっている

ということが非常にすばらしいと思いまして、いろ

いろな計画もあるのですが、評価をしながらしてい

くということの視点をやはり持たなければならない

だろうと感じてきました。 

 それから２つ目のしまだ大井川マラソンですけれ

ども、交通規制が要らないというコースの特性があ

りましたから、ビギナーや女性ランナーも参加しや

すいということで、優しいフルマラソンだと思って

きましたし、特産品の展示販売、そして大会の打ち

上げを通して、参加者と市民とが触れ合う交流の場

も、盛んに自主的に取り組んでいたと。 

 それで、御二人からもありましたけれども、来年

は網走マラソンの開催で、今計画が上がってきてい

ます。心配りはもちろんですけれども、フルマラソ

ンがいいのか、例えばいろいろな距離、３キロ、10

キロとかそういう形もあり得るのか。それと、ボラ

ンティアの数や給水、給食のステーションのあり
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方、特産品の展示販売、それから参加人数をどのぐ

らいに想定してやっていくのか、いろいろやはり課

題があると思ってきましたので、そういう意味では

非常に理にかなった視察だったかと私は思っていま

すので、網走マラソンに生かしていければと思って

おります。 

 それと、山梨市の女子観光プロモーションチーム

の関係ですが、いろいろ取り組みをされていまし

て、それもお聞きをしてきましたが、私の率直な感

想ということでここにも書かせていただきましたけ

れども、自主的にこの組織が立ち上がってきたとい

うことと、市役所側もプロモーションチーム側もお

互いの立場を尊重しながら、余り近寄らない、また

遠ざからないという一定のいい距離感をお互い持ち

つつ運営してきていると思いまして、それがメンバ

ーの皆さんの顔やお話を聞いても、片意地を張らな

いで楽しみながら取り組んでいるという視点も、非

常に自然体でよかったかと、このように思っており

ます。 

 市役所も必要があれば別なのかもしれませんが、

特に予算措置をしないでいろいろある助成制度や補

助金制度を独自で探しながら取り組んできていると

いうことに御苦労もあるのだと思いますけれども、

非常に納得がいった部分がありました。 

 行政というのは、縦割り行政とよく言われますけ

れども、いい面もあるのですが、またその欠点部分

もあるわけで、ここの山梨市は確かに観光に特化は

していましたけれども、女性という視点とその横の

連携が人のつき合いの中で動き出してきていたとい

うことに、非常に興味と期待を持って帰ってまいり

ました。 

 これは、本当に私の希望で、どうなるかはわかり

ませんが、最後に書かせてもらったのは、こうした

取り組みの中から女性職員の能力向上と、仕事に対

する熱意も含めて生まれてくることによって、ひい

てはすばらしい女性の管理職や、いってみれば市長

まで誕生することもありうるだろうと。このような

ことの期待も含めて聞かせていただいたということ

で、非常に参考になったということで報告にかえた

いと思います。 

○古都宣裕委員 主には紙に落としたので割愛して

お話ししたいと思います。 

 皆さんの話に出たように、栃木県宇都宮市のサイ

クリングロードなどを生かしているやり方を見た感

じでも、まず地域性として雪の降らない地域と雪の

降る地域ということで、まずもって自転車の普及

率、活用率が全然違うというところ。あと、観光の

視点でいうと、ハードカバーがついたＡ３、２枚分

ほどの大きさのマップをミウラ折りというやりかた

でコンパクトに持ち運びしやすいようにできたとい

うことで、これは観光のマップ等に生かせるのでは

ないかという部分では参考になったと思いました。 

 次に、大井川マラソンでは、今後網走市でオホー

ツクマラソンを計画している参考という部分では、

基本的にこれから計画している基本計画等々と酷似

した部分もあり、大いに参考にさせていただける部

分はあったのではないかと思いました。 

 最後に、山梨市観光プロモーション。こちらでは

女性の視点からの観光への取り組みということで、

現地に行った結果、予算組みがされていないという

ことで、ボランティア的で成果も何も求められない

ということで、基本的には成果というものが目に見

えてはこない部分ですけれども、基本的に女性の視

点というところで、ニーズ把握をしなくてもある程

度、一定の中心に至らなくても、ある程度的を捉え

ることはできるのかという部分で、その辺も網走の

観光においても積極的に取り入れていくべきで、発

足まで至らなくてもある程度の意見集約等を積極的

に行うことで、これは取り入れることができるので

はないかと思いました。 

 最後に、取りまとめというところで書かせていた

だいたのですけれども、現地視察を今まで私は１期

目で４回行わせていただいていますけれども、その

中でも視察候補地の選択についてはもっと精査に時

間をかけるべきであると重々感じましたし、その効

果等々を見て、現時点で昔とやり方は変わっていな

いのかと思いますけれども、今インターネットなど

の情報端末の発展がある中で、情報収集がある程度

昔よりは可能になった中で、以前のようにただ現地

に行けば全てが勉強になるというのではなく、もう

少し、もう一歩踏み込んだ視察調査というのが必要

になってきているのではないかと思います。 

 単に現地を見て勉強、調査できましたという時代

ではなくて、さらに次の段階に入って、いかにまち

に反映させるかという観点を持っていった上で、そ

の結果が求められている時代になってきているので

はないかと私は感じました。 

○栗田政男委員 私も皆さんと同じように四日間、

宇都宮市から島田市、山梨市と行政視察に参加をさ

せていただきました。 
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 宇都宮市は皆さんのほうから出ていたように、自

転車という一つのエコ文化といいますか、公共機関

ではないのですけども交通手段として、特に本州の

都市部というか都会では非常に発達している。これ

からは見直される文化であろうと。それを交通のシ

ステムに組み込むということと、道路もそれを含め

たインフラ整備をしているということは非常にすば

らしい内容であり、形だけではなくてしっかりとし

たインフラ整備を進めているということは評価に値

するだろうということを思いました。 

 また、二次的ではありますが、本来は私どもの当

市においても、場合によっては場所によってそうい

う地域をモデル的に設けることも、多大なる費用を

かけなくても可能なことなのだということ。 

 また、そういう余裕のあるまちづくりというの

が、今後当然都市計画の中で求められるかというこ

とを感じてきました。 

 イベントに関しましては、地域性とかいろいろな

ことを鑑みると、当市においては少し厳しいのかと

いう部分を感じ、ロードレース等の大きな大会につ

いては、なかなか当市主催でやるのは厳しいのかと

いう結論に達しました。 

 島田市のマラソン事業ですが、大井川という平た

んな河川敷を国の事業で活用して、すばらしいラン

ニングコースができ上がっていました。 

 それを活用しての、市としての一大イベントとい

うことで、だんだんに盛況を帯びているということ

で、皆さんからお話が出ていたように、当市におい

ても今後計画されるマラソンに非常に参考になる、

内容についても非常によく似ているのではないかと

いう気がしました。 

 レポートの中でも書かせていただきましたが、ぜ

ひとも私たちだけではなく、理事者側の人たちも開

催するにあたり、近々の話なので、何カ所かのマラ

ソンの実態を現実レポートとしてしっかりと参加報

告する必要もあろうし、検証していかないと、なか

なかこのマラソンというのはいろいろ見えない部分

がありますので、そのことについては今後の協議会

でお話しされると思いますけれども、そういうこと

を真摯に考えさせられました。 

 ただ、市内をずっと見て歩いたときに、ホテルキ

ャパは非常にないし、多分違う市町村に泊まる。た

だ、交通インフラが東名高速が２本入っている、古

い東名高速、新しい新東名も入っているということ

で、それを考えるとすごくアクセスがよくて、いう

なれば名古屋から、東京から、静岡からも泊って参

加をするということが可能なのかということ考えた

ときに、当市においては経済効果は当然必要なこと

ですから、できるだけ市内の宿泊施設を活用してい

ただいて、そこに重点を置いて活用していきたいと

考えさせられる事例です。 

 いずれにしても、このマラソンについては非常に

重要なことなので、今後もしっかりと調査していき

たいと思いました。 

 最後の山梨市ですが、当初形だけのものかと私個

人的には思っていたのですが、行ってみていろいろ

なお話を聞いたときに、実は内部の人たちの内部か

ら吹き上がるような力によって構成され、それを市

長の英断によって組織として、活用しているという

ことで、非常にびっくりするほどエネルギーが秘め

られた企画だったと感じました。 

 それは女性だからということではなしに、ふだん

の業務をしながら、しっかりと将来を見据えた、ま

ちを愛する、ホスピタリティあふれる観光事業の、

中心になるのではなくて支援をしていくということ

は、非常に心洗われる思いをいたしました。 

 とかく行政というのは比較的形だけのものが多い

のですが、本当に内部的な、自分たちの時間も犠牲

にしながらもしっかりとしたおもてなしも含めた観

光に対する意識づけ、それが女性ならではの心遣い

ではあろうと思いますし、女性だからどうのこうの

と格別それを特化する必要はないと思いますけれど

も、非常にいい事業ですし、できれば当市において

もそういう環境ができ上がるような体質になってい

けばすばらしいことであろうし、今後も注視してい

きたいということを感じた次第です。 

 総体的に感じたのは日程の問題です。 

 いろいろな皆さんの都合により、今回月末の視察

になったわけですけれども、やはりどこの議会も定

例会前の忙しい時期に入るので、この設定について

は私たちは当然行政関係なのでいろいろな市にお伺

いすることが多いのですけれども、そういう相手方

の事情を考えたときに、今回のぎりぎりの日程では

非常に相手方にも迷惑をかけますし、こちらの都合

よりもむしろ向こうの都合を十分に考慮して視察は

あるべきであると。そのほうがよりよい視察になる

と感じましたので、日程については十分にこれから

検討する必要があると思います。 

 もう一つ、山梨市役所庁舎ですが、これは直接こ

の視察とは離れるのですけれども、庁舎も多分ＮＥ
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Ｃの倉庫か何かだと思うのですけれども、それを活

用して、多分本庁舎だけではないと思うのですけれ

ども、案外すごく機能的にすっきりと機能していた

なと。そのような感じがしました。 

 時間がなかったのですが、議会も見させていただ

いて、18人で３委員会ということですから、ぎりぎ

り６人体制の委員会構成がされていました。議場も

非常にシンプルですっきりとした内容ですし、その

反対側には市長室、副市長室、その他が、効率的、

機能的に配置されているということで、案外立派な

仰々しい建物でなくても、しっかりとした箱といい

ますか、倉庫といったら語弊あるかもしませんが、

改装して、１階のロビーその他も非常に雰囲気がよ

い、すばらしい市庁舎だったと感じました。これは

蛇足ですけれども、その辺もつけ加えさせていただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○佐々木玲子委員長 皆さんからの報告をいただき

まして、私のほうからも一言。 

まず宇都宮市ですけれども、網走市でも東アジア

サイクリスト誘客をやるということが背景にあっ

て、自転車のまちということで宇都宮市に行ったの

ですが、宇都宮市について一つ感じたことは、ギョ

ーザのまち宇都宮というのも、いろいろな調査の結

果、日本一冷凍食品のギョーザが売れているという

ことを背景にして、売り込みを行ったという。よく

町を調べている。 

 この自転車のこともそうです。市民の皆さんの自

転車の利用度が非常に高いという背景をもとに、自

転車のまち宇都宮という打ち出しをしたという。そ

ういう意味では本当に自分たちのまちをよく知り尽

した上で、いろいろな政策を打っているというの

は、私たちも参考にできるところなのかと。 

 あとは、宇都宮市の自転車道の整備については、

相当精力的にやらなければできないことだろうと思

うくらい、私たちが見た限りでは、本当にきめ細か

に自転車道が整備されているというところに、交通

整備という、道路の整備という点では見習うところ

があると感じてきました。 

 次に、島田市の大井川マラソンですが、これもオ

ホーツク網走マラソンというのを来年網走市もやる

ということで、参考になるところがあるのではない

かということで行きました。 

 実際に行ってみまして、最初のきっかけというの

が静岡の空港が新しくできたということで、このチ

ャンスを逃すことはないと。何とかこの空港ができ

たことを最大限に生かすことを考えようというの

が、マラソン大会の取り組みにつながったと私は受

けとめましたので、どういう機会にどのような政策

を打ち出すかという意味では、網走市もいろいろな

大きな公共工事等もありますし、また、どのような

チャンスを捉えてやっていくかという視点でやって

いくと、網走市も伸びていけるものがまだまだ政策

として打てるものがあるのかと感じて帰ってきまし

た。 

 最後に山梨市ですけれども、女子の観光プロモー

ションチーム、いまは短縮して女子プロと言われて

いるそうですけれども、これの発端となったのが、

皆さんもおっしゃっていました、チームのリーダー

である女性職員が観光課に配属されたときに、自分

がある程度年齢がいっていたと。観光というのは本

当にパワフルに動かなければいけない仕事だという

ことで、自分に務まるのかという不安から熟慮した

結果、女子でなければできないことをやろうという

思いで、自分なりの企画を考えて、女子職員みんな

の力を合わせて観光プロモーションをやりたい、そ

ういうことを思いついて市長に企画書を出したとい

うところから、市長が即決でぜひやってみなさいと

いうことで、大きなバックアップをしていただきな

がらやり始めたと。 

 そういう中で、当初、確か最初は５人と私は聞い

ていたのですが、７名とも書いてありました。そう

いう中から今15人までふえたということで、それぞ

れ所属が全部違う課の職員がそれぞれの所属の課長

の理解を得て、さまざまな活躍をできるようになっ

てきたということを聞きまして、先ほどお話も出ま

したけれども、行政は縦割りという弊害がある中

で、この山梨市の女子職員は、横の連携が図れて、

それを見守る男性の上司がいて、男性職員の応援が

あってという、縦と横の連携が生かされている、い

い方向性に行っている女子プロだなと感じました。 

そして、やはりこの方たちもまず山梨市をどう売

り出そうかというときに、自分たちのまちを知らな

いで売り込むことはできないということで、全員で

それぞれいろいろなところ、山登りをしたり、観光

の名所といわれるところ、また、見落としているよ

うなところ全てを見て歩いて、熟慮しながらいまに

至っているということを聞きまして、私たちもやは

り、地元の人間が一番観光、自分の網走のまちの魅

力をまだまだわかっていないという弊害を感じてお
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りますから、そういう部分でもこの山梨の女子プロ

チーム、この内容的なものは、もっと皆さんにお知

らせしながら、うちの市の職員だけではなくて、網

走の女性の力を発揮できるような場を私たちのほう

からも発信できればいいのかなと思いながら、非常

にパワーを感じながら、また本当に男性職員の理解

がないと女性の職員が活躍できないのだということ

を強く感じながら帰ってきました。今回はそれぞれ

３市とも非常に意味のある、内容の充実した視察で

あったと、私は感じて帰ってまいりました。 

 以上、皆さんの一言ずつのコメントも含めて、レ

ポートと調査概要添付の上、後日、議長宛てに調査

結果を報告いたしたいと思いますけれども、以上で

よろしいでしょうか。 

〔「よし」と呼ぶ者あり〕 

 では、そのような形で報告をさせていただきま

す。 

○山田庫司郎委員 報告は報告として、今の委員長

のまとめ方で私もいいと思うのですが、栗田委員か

らも出ていたのですが、できればこの所管、経済建

設委員会として、マラソンについては改めて調査項

目という位置づけをして、後ほど議論しますけれど

も、何回か委員会としても議論を重ねていく。また

必要があれば、いろいろなことに取り組んでみると

いう方向性を今のこの委員会の中で確認できればと

思うのですが、ほかの委員の御意見を聞いて、どう

でしょうか。 

○佐々木玲子委員長 今、山田委員から意見ありま

したが。 

○工藤英治委員 今回の報告ということではなく、

網走マラソンの基本計画の話し合いをこれから持つ

わけですから、その中においていろいろな話ができ

てくれば、今山田委員の言われたような形になって

いくか、その辺も含めて、今でなく、次の段階でい

いのではないかと思います。 

 視察が終わるたびにもっと掘り下げようとか、そ

ういう部類でなく、たまたま今回これがあるから、

大井川マラソンの視察をしたからではなく、やらせ

てもらったらと思うのですけれども。 

○佐々木玲子委員長 今、工藤委員からあったよう

に、視察は視察として、またいろいろな議題が出て

きたときにはしっかり議論をしながらやっていきた

いという、そういう方向性でよろしいでしょうか。 

〔「よし」と呼ぶ者あり〕 

 よろしくお願いいたします。 

 

○佐々木玲子委員長 それでは、次にその他の項目

に移らせていただきます。 

 例年行っております作況調査の実施についてです

けれども、農作物の作況調査を実施するかどうかを

まず皆さんにお伺いしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○工藤英治委員 例年やっているのですから、特別

外す理由はないと思います。 

○古都宣裕委員 例年やっているのですけれども、

見るもの等々が変わらないというのもあるのですけ

れども、そもそもの目的で、ただ育成状況を見ると

かというのが、果たして私たちにそぐうのかどう

か。ひょうの被害があった場所を見るとか、特段変

わったものがない限りは、そんなに毎回やることが

果たして正しいのかというのは私は疑問なのですけ

れども、皆さんはどのようにお考えでしょうか。 

○佐々木玲子委員長 古都委員から育成状況を見に

行くことが果たして毎年必要なのかという、皆さん

の御意見を伺いたいというお話ですけれども、いか

がでしょうか。 

○山田庫司郎委員 今、古都委員から出ているそう

いう側面もあるのかもしれませんが、やはり所管の

委員会としては、農作物がどういう形で今育ってい

て、これからどういうふうにいくのかというのは、

それは個々の議員として行くことも可能ですからい

いのかもしれませんが、やはり所管の委員会として

きちんと見て、何かがあればきちんと議論をしたり

対応したり対策を考えていかなければならないと私

は思います。今農業の作物がどうなっているかとい

い時期に、タイムリーに、所管の委員会として視察

をして私は見るべきだと。 

 でき得れば、麦乾施設ができて見てきていますけ

れども、今度集出荷の施設も新たにできて稼働して

いるわけですから、麦の流れを見てみるという側面

も考えてみたり、何か新たなメニューを一つ入れ

る、二つ入れるという方法は議論の中でしていいと

思いますが、私は基本的にはすべきだと、こういう

ふうに思います。 

○栗田政男委員 私も基本的には毎年するべきだと

思います。というのは作況という言い方をしている

ので、農業の作物系の生産についての調査がメイン

になると思いますけれども、それだけではなくて施

設その他も毎年変化するものであって、それに対す

る対応、例えば以前にも行ったパワーアップ事業で
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いろいろな部分も行かないと書面を見ている限りで

は、なかなか当市が行っている事業についても実感

が湧かない。 

 現実に見る機会も、個人的にはなかなか難しいの

ではないかという気がしますので、ぜひとも経済建

設委員会のメンバーは特にそういう部分をしっかり

と把握しながら、市の情勢というのを把握する必要

があると思います。 

 そこで古都委員がおっしゃる意味もよくわかりま

す。形骸化した上辺だけの視察であってはいけない

と。行く前に内容と現状もしっかり委員会の中でも

んだ上で出発をして、その内容についてしっかりと

把握してくるという中身の濃い視察にしてほしいと

いう意味だと思いますので、そういうことも考慮し

ながらしっかりとやっていったらいいと思います。 

○小澤陽平副委員長 私も調査自体というものは、

個々の議員でもできますが、やはり委員会としてや

ることは必要であると認識しております。 

 例えば、建設中の現場の視察などは、個人的にな

かなか受け入れの関係もありますので、委員会とし

て申し入れをして、古都委員が言うように目的を持

って、自分たちが今それを視察することが必要だと

いうものを選定して、行うべきであると感じており

ます。 

○佐々木玲子委員長 工藤委員からは特にないです

か。 

○工藤英治委員 なし。 

○佐々木玲子委員長 そのようなことで古都委員、

皆さんから意見をいただきましたが、どうですか。 

○古都宣裕委員 皆さんも補足していましたけれど

も、私も最初に言ったとおり、全く必要がないので

はなくて、しっかりとした目的意識を持って、それ

をどう反映するかという観点から。 

ただ、今生育状況が１日２日おくれていて私がそ

の作物を見ても昨年と比べて１日２日の違いという

のが正直わかるとも思いませんし、データとしてわ

かればいいことであって、見てわかるものとか、見

て私たちが何かできるものというところをしっかり

と見るべきで、その目的意識がしっかりなされてい

る場合であれば、作況調査という現場を見るという

ことは意味があることだと思いますので、それがな

されるというのであれば、作況調査を行ってもいい

と思います。 

○佐々木玲子委員長 それでは、今回の作況調査に

ついては、今、古都委員が中身のある、目的のしっ

かりしたものであればやるべきという最終的な答え

をいただきました。 

 ほかの委員からは、ぜひやるべきだという意見の

ようですが・・・ 

○山田庫司郎委員 古都委員の言い方も十分理解す

るところはあるのですが、今までの作況調査が何も

意味がなくて、目的意識を持っていなかったと捉え

られたら私としては非常に遺憾です。 

それはそれとしてやってきたので、新しい視点も

含めてそして、古都委員の言うように事前にある程

度知識も持って行ってみるとか、帰ってきたらしっ

かり議論して意思統一していきましょうということ

を私は今までもしてきたつもりです。 

 だから、今までの委員会が全くそういうものだっ

たというふうに私は認識していませんから、そこだ

けは誤解のないように委員長の整理をお願いしたい

と思います。 

○佐々木玲子委員長 今、山田委員から補足をいた

だきましたが、これまでの作況調査は決して中身の

ないものではない、しっかり目的意識のあった調査

だったということをここで確認をさせていただきた

いと思いますが・・・ 

○工藤英治委員 目的意識は違った目的になってい

く場合もある。目的はこうで、これとこれとこれと

見ようと合意して行ったとする。そういうことは決

めて行っている。 

 ですけれども、一人一人、個人個人、自分として

はこれが目的ではないという人も参加していると思

うのです。 

 ですけれども、行くことによって、現地の現場の

人のいろいろな意見を聞いて、さらに認識を深め

る。こう思ったことも委員会として必要なことなの

で、目的が一人一人違う場合でもこれは仕方がない

し、行かないことよりも行くことのほうが委員会と

して共通認識も持ったり、それから現場の方々のい

ろいろな多種の意見も知り得る。 

 そういう機会を今までもつくってきたのだから、

これからもつくっていくことによって、委員会とし

て何回も何回も行くことによって、知識というのは

高まっていく。この作業も委員として大事なもので

あるということも認識していただきたいと思いま

す。 

 再度認識してもらいたく思います。 

○佐々木玲子委員長 工藤委員から、これまでの視

察というのは、目的意識だけでなく現場を見るこ
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と、また知ること、そういうことも含めて委員会と

してやっていくことが非常に重要だったという。 

 そういうことは改めて再認識をした上で、今回の

作況調査を進めていきたいと思いますけれども、よ

ろしいでしょうか。 

〔「よし」と呼ぶ者あり〕 

 日程と内容等についてですけれども、これまで平

成17年から25年まで行ってきた日程等を見ますと、

７月下旬から８月上旬に行っております。 

 中身につきましては、それぞれその時々によっ

て、麦乾施設ができたときは麦乾施設を見に行った

りだとか、平成21年ですと大雨の被害状況が非常に

ひどかったということでその周辺を見に行ったと

か、堆肥センターを見に行くだとか、それぞれその

時々によって一番市の行政の関係で重要と思われる

ものを中心に見ていっているわけですけれども、き

ょうこの場で皆さんから作況の内容についてまで出

にくいかと思いますが、今特に考えていることは皆

さんおありでしょうか。 

○工藤英治委員 所管の部署等の意見を参考にしな

がら、正副委員長、そして委員から個人的に申し入

れあったものを、後でもあったものを含めて、調査

内容、調査時期等を決めていただければと思いま

す。 

○佐々木玲子委員長 そのほかどうでしょうか。 

○古都宣裕委員 今工藤委員もおっしゃったとおり

のやり方で、例年と同じような形で一回出されるの

も結構なのですけれども、そのあとそれが全部本決

まりとかという前に、もちろん委員会で一度もんだ

上でという話だと思います。 

 私からは、もし可能であれば現場を見るという意

味では、見られるのであればオホーツク流氷館の現

場等々も少し見てみたいと思います。 

○佐々木玲子委員長 はい、わかりました。 

 そのほかはいかがでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 特にほかの意見がないようですので、日にちを７

月下旬から８月上旬までと考えたいと思っているも

のですから、工藤委員がおっしゃったような形で、

行き先、日にち等を正副委員長か事務局のほうに、

議会中の19日までに視察項目等の申し入れをお願い

したいと思います。その後７月１日に委員会を開き

まして、内容を皆さんと検討しながら最終決定をし

たいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 では、そのような形で進めさせていただきます。 

 

○佐々木玲子委員長 そのほか委員から何かござい

ますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、以上で経済建設委員会を終了いたしま

す。 

午前10時43分閉会 
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